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◎今後皆様と共に議論を深め最終案を決定します

地
域
医
療
を
守
る
た
め
に

～
危
機
的
な
医
師
不
足
に
ど
う
対
応
す
る
か
～

但
馬
地
域
の
医
師
不
足
が
非
常
に
深
刻
化
し
て
い

ま
す
。
医
師
確
保
の
努
力
を
必
死
に
行
っ
て
い
ま
す

が
、
現
在
も
医
師
の
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
っ
て
い

ま
せ
ん
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
残
っ
て
い
る
医
師
に
か

か
る
負
担
だ
け
が
大
き
く
な
っ
て
、
さ
ら
な
る
退
職

に
つ
な
が
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
豊
岡
病
院
組
合
で
は
少
し
で
も
医
師
の

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
現
在
、
夜
間
の
救
急
の

受
入
れ
制
限
、
外
来
診
療
の
休
止
や
縮
小
、
入
院
患

者
の
受
入
れ
制
限
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
患
者
さ

ん
に
と
っ
て
は
大
変
不
便
な
こ
と
で
す
が
、
こ
れ

は
、
医
師
不
足
が
も
た
ら
す
過
重
負
担
が
さ
ら
な
る

医
師
不
足
を
招
く
と
い
う
悪
循
環
を
防
ぐ
た
め
の
苦

肉
の
策
だ
と
い
う
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

ま
た
、
医
師
不
足
に
よ
る
影
響
は
、
医
療
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
だ
け
で
な
く
、
財
政
状
況
の
悪
化
を
も
招

い
て
い
ま
す
。
こ
の
状
況
を
打
開
す
る
た
め
の
早
急

な
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
本
年
2
月
に
　
「
公
立
豊
岡
病

院
組
合
立
病
院
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
」
　
を
設
置

し
、
こ
の
委
員
会
か
ら
出
さ
れ
た
提
言
を
も
と
に
病

院
組
合
と
し
て
の
今
後
の
取
組
み
に
つ
い
て

基
本
計
画
・
実
施
計
画
　
（
案
）
　
を
ま
と
め
ま

し
た
。
今
後
、
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
等
で

皆
様
と
の
議
論
を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
が
、

今
号
で
は
計
画
　
（
案
）
　
の
概
要
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

計画（案）は

次ページから
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基
本
計
画
・
実
施
計
画
（
案
）
の
概
要

地
域
医
療
を
守
る
た
め

医
師
不
足
に
よ
り
各
病
院
の
診
療
機
能

が
低
下
し
て
い
る
中
、
単
な
る
現
状
維
持

で
は
但
馬
の
医
療
を
守
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
地
域
全
体
で
必
要
な
医
療
を
確
保

す
る
た
め
、
地
域
内
の
病
院
を
は
じ
め
全

て
の
医
療
機
関
が
明
確
に
機
能
分
担
を
図

り
、
限
ら
れ
た
人
材
等
医
療
資
源
を
有
効

に
活
用
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

①
病
院
と
診
療
所
で
協
力
し
て

医
療
を
提
供
し
ま
す

（
1
）
　
病
診
連
携
の
強
化

○
公
立
豊
岡
病
院
の
医
療
連
携
業
務
ス

タ
ッ
フ
の
充
実

て
の
要
件
整
備

○
合
同
医
学
会
の
拡
充
開
催

（
2
）
　
病
院
・
診
療
所
の
受
診
情
報
提
供

○
病
診
連
携
、
救
急
医
療
受
診
に
関
す

る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど
分
か
り
や
す

い
啓
発
資
料
の
作
成

④
嘉
院
の
役
割
を
見
直
し

総
合
力
で
く
ら
し
を
守
り
ま
す

病
院
組
合
全
体
と
し
て
地
域
に
必
要
な

医
療
を
継
続
し
て
提
供
し
て
い
く
た
め
、

組
合
立
病
院
の
診
療
機
能
の
集
約
化
、
体

制
の
再
構
築
を
実
施
し
ま
す
。
豊
岡
市
地

域
・
朝
来
市
地
域
の
再
編
計
画
は
次
の
と

お
り
で
す
。

豊
岡
市
地
域

豊
岡
病
院
を
中
核
と
し
て
、
豊
岡
、
日

高
、
出
石
の
3
病
院
を
一
体
的
に
運
営
す

る
こ
と
を
基
本
に
、
日
高
病
院
は
慢
性
期

医
療
、
生
活
習
慣
病
に
対
す
る
医
療
に
重

点
を
置
き
、
ま
た
、
出
石
病
院
は
外
来
初

期
医
療
を
担
う
な
ど
機
能
分
担
を
図
り
ま

す
。ま
た
、
出
石
病
院
の
病
棟
に
つ
い
て

は
、
老
人
保
健
施
設
等
福
祉
施
設
に
転
用

し
、
全
体
と
し
て
豊
岡
市
地
域
の
医
療
・

福
祉
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

◎
公
立
豊
岡
病
院

地
域
の
中
核
と
し
て

機
能
の
向
上
を
図
り
ま
す

豊
岡
病
院
は
但

馬
地
域
並
び
に
組

合
立
病
院
の
基
幹

病
院
と
し
て
、
医

師
や
医
療
技
術
員

等
を
集
約
し
、
2
4

時
間
3
6
5
日
の

救
急
医
療
　
（
三

次
）
、
高
度
医
療
、
　
L

急
性
期
入
院
医
療
虹

な
ど
の
機
能
の
充
膿

実
を
図
り
ま
す
。
　
「
己
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11＊
医
療
連
携
業
務
ス
タ
ッ
フ
は
、
他
の
医
療
機
関

と
の
連
携
が
円
滑
に
運
営
で
き
る
た
め
の
サ

ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

○
診
療
所
・
医
師
会
へ
の
情
報
提
供
の

拡
充

○
小
児
休
日
救
急
診
療
等
地
域
連
携
に

よ
る
医
療
提
供
体
制
の
充
実

○
地
域
医
療
支
援
病
院
の
認
定
に
向
け

慣
病
な
ど
の
慢
性
期
や
豊
岡
病
院
で
の
急

性
期
の
治
療
を
終
え
回
復
期
に
移
行
し
た

患
者
を
中
心
に
受
け
入
れ
ま
す
。
ま
た
、

豊
岡
病
院
へ
の
救
急
集
中
を
緩
和
す
る
た

め
、
二
次
救
急
に
対
応
で
き
る
体
制
を
確

保
し
ま
す
。
な

お
、
こ
の
度
の

機
能
分
担
の
明

確
化
に
合
わ
せ

て
名
称
を
公
立

豊
岡
病
院
日
高

医
療
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）
　
に
変

更
し
ま
す
。

潤
、

○役割

・但馬地域の基幹病院
・組合立病院の基幹病院

○診療機能
・救急医療（三次）
・小児救急
・高度専門医療
・急性期医療・精神医療・周産期医療

○役割
・豊岡病院の旧出石郡地域における
初柏医療

○診療機能
・外来診療のみ（無床診療所）

○新たな取組み

・病棟施設の福祉施設等への毎用を
検討する
・応援診療等による外来機能の強化

・外来について院内閲某手法の利用
を検討する

○新たな取組み
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（
3
）
　
医
師
の
業
務
軽
減

○
非
常
勤
嘱
託
医
を
増
や
し
、
常
勤
医

師
の
負
担
を
軽
減
す
る
。

○
医
事
関
係
職
員
、
病
歴
管
理
室
の
専

任
職
員
増
員
。

（
4
）
　
業
績
等
に
対
す
る
報
奨

○
前
年
度
の
業
績
を
踏
ま
え
た
報
奨
制

度
を
実
施
す
る
。

○
院
外
講
演
活
動
等
収
入
の
一
部
還

元
。

④
医
師
誘
致
策
も
検
討
し
ま
す

医
師
が
不
足
す
る
診
療
科
等
に
お
い
て

は
、
医
師
不
足
解
消
の
一
助
と
し
て
組
合

立
病
院
施
設
内
で
の
開
業
を
誘
致
す
る

〝
院
内
開
業
方
式
″
　
も
検
討
し
ま
す
。

病
院
経
営
を
取
り
巻
く
急
激
な
変
化
や

健
全
な
病
院
財
政
の
確
保
な
ど
の
課
題
に

的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
基
本
と
な
る
組

合
運
営
面
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

①
病
院
組
合
の

機
動
性
向
上
に
努
め
ま
す

医
療
制
度
改
革
な
ど
の
経
営
環
境
の
急

激
な
変
化
に
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
の
情

報
収
集
・
情
報
発
信
、
意
思
決
定
の
ス

ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
の
た
め
に
次
の
よ
う
な
施

策
を
実
施
し
ま
す
。

（
1
）
適
時
迅
速
な
意
思
決
定
体
制
の
構
築

○
公
立
豊
岡
病
院
組
合
院
長
会
議
の
充
実

○
決
裁
手
順
の
見
直
し

（
2
）
　
市
民
へ
の
情
報
提
供
等
の
充
実

○
広
報
紙
　
「
は
す
ぴ
た
る
」
　
の
充
実

（
増
刊
）

○
各
種
媒
体
の
積
極
的
活
用

○
市
民
意
識
調
査
の
実
施

④
経
営
改
善
を
進
め
ま
す

病
院
経
営
を
迅
速
か
つ
的
確
に
改
善
し

て
い
く
た
め
に
、
組
織
と
し
て
の
目
標
を

明
確
に
定
め
、
組
織
全
体
に
迅
速
に
浸
透

さ
せ
る
仕
組
み
と
し
て
B
S
C
　
（
バ
ラ
ン

ス
ト
ス
コ
ア
カ
ー
ド
）
　
を
使
っ
た
シ
ス
テ

ム
作
り
を
行
い
経
営
の
質
を
高
め
ま
す
。

こ
の
た
め
の
環
境
づ
く
り
と
し
て
、
I
T

を
活
用
し
た
職
員
間
の
情
報
共
有
や
職
員

提
案
の
制
度
化
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
健
全
な
財
政
運
営
を
確
立
す
る

た
め
、
収
入
増
加
・
費
用
削
減
を
目
指
し

た
取
組
み
を
進
め
ま
す
。

（
1
）
　
病
院
の
ト
ー
タ
ル
な
経
営
改
善

O
B
S
C
に
よ
る
経
営
管
理

（
2
）
収
入
増
加
・
費
用
削
減

○
収
入
増
加
策

・
病
床
の
効
率
的
運
用

・
未
収
金
の
回
収
強
化

○
費
用
削
減
策

・
適
正
な
人
員
配
置
と
業
務
委
託
に

よ
る
職
員
削
減
の
推
進

・
適
宜
、
適
切
な
給
与
体
系
の

見
直
し

③
職
員
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
み
ま
す

○
職
員
提
案
の
制
度
化

○
組
合
内
広
報
の
充
実
と
グ
ル
ー
プ

ウ
ェ
ア
の
導
入

しこなしlまLt！Lます′び七もが

『広報頬を一緒にファイル損じしとるんじゃが、市

広報が‘‘右綴じ’だからはすぴたるも同じようにな

らんかいのお』というご意見をいただきました。

きっモく、縦書・石綴じにしましたが、今まで左構

じだった方申し訳ありません。今後も見やすい紙面
を心がけます。

病院組合メールマガジン

ぎ珊∈い～ほすび起る』発行のお知らせ………………88篭

≡雷雲讐誓禁妄諾誓㌶諾憲警浣豊毘差違霊宝去票等誓諾妄言票慧董
董　ペ‾ジから登録できますので是非登録をお願いいたします。（問い合わせ先‥総務部経営管理課まで）童

屯

恥脚棚…附酢瀾棚…附酢棚棚……削脚棚Ⅷ…削脚棚棚…附晰脚闇…附抑制棚……晰謡

旨元≡後記

天気予報では今年も暖冬ということですが、12月に入って寒くなり急に冬らしくなってきました。去

年も暖冬と聞いて冬の準備を怠っていたら、ドカ雪でえらい目に遭いました。今年は、天気予報を信じ
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